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　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　第82期 第３四半期の株主通信をお届けいたします。
　今年度は ｢New DMW 中期経営計画｣ の最終年度となります。海水淡水化ビジネ
スへの取り組みでは、海水淡水化施設向けエネルギー回収装置を国内メーカとして初
めて商品化しました。沖縄の離島に納入した初号機が順調に稼働しており、電力消費
量の大幅な削減に寄与しています。この実績をもとに、国内向けでは、沖縄ほかの離
島向けに積極的な受注活動を展開していきます。さらに、海外向けとしては、現在進
めているODA案件の受注活動に注力してまいります。
　また、当社初の海外生産拠点となるインド工場の建設も順調に進んでおり、次年度
からの稼働開始を予定しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願
い申し上げます。
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代表取締役社長
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2016年４月１日～2016年12月31日

連結財務ハイライト

事業の概況
■受注状況
　当社グループが属する風水力機械業界に関しては、国内受注が前年度よりも伸びている一方で、円高や原油価格の低迷に
よる海外受注の落ち込みがあり、全体の受注額は前年同期より減少しています。
　このような環境下で、当社グループは積極的な営業活動を展開しましたが、当第３四半期連結累計期間における受注額に
ついては、国内民需部門は順調に推移したものの、競争が激しくなった官需部門と、円高や原油安の影響を受けた海外部門
がともに減少し、前年同期比70.4％の117億65百万円となりました。

■売上高・損益状況
　売上高につきましては、期初の受注残が多かったことから89億75百万円（前年同期比115.2％）を計上しました。利益
面につきましては、利益率の良い売上物件に恵まれ、前年同期に対して売上総利益が５億55百万円増加したことから、営業
損失は１億83百万円（前年同四半期営業損失７億32百万円）、経常損失は78百万円（前年同四半期経常損失５億93百万円）、
親会社株主に帰属する四半期純損失は71百万円（前年同四半期親会社株主に帰属する四半期純損失４億32百万円）となり
ました。
　なお、当社グループの売上高及び利益は、公共事業物件の割合が高いため連結会計年度末に集中する季節性を有していま
す。そのため、例年、第３四半期の売上高及び利益については、相対的に低い水準にとどまっております。

■通期の見通し
　2017年３月期の連結業績につきましては、2016年11月７日に公表いたしました売上高187億円、営業利益11億60百万
円、経常利益12億40百万円、親会社株主に帰属する当期純利益８億50百万円から変更はありません。
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　当社が国内メーカとして初めて商品化した高効率な逆浸透膜法海水淡水化施設用エネルギー回収装置※が、日本
機械工業連合会の主催する優秀省エネルギー機器表彰制度において、｢日本機械工業連合会会長賞｣（受賞機器名：
海水淡水化設備用２シリンダー・２配圧弁式回収装置 ）を受賞しました。
　同制度は、優秀な省エネルギー機器を開発して実用に供することにより、エネルギーの効率的利用の推進に貢献
していると認められる企業等を表彰するもので、1980年度から毎年実施されています。
　海水淡水化市場は世界的な水不
足を背景に成長・拡大を続けてい
ます。当社は今後、国内外の海水
淡 水 化 プ ラ ン ト 向 け に 本 エ ネ ル
ギー回収装置の積極的な受注活動
を進めていきます。
※  エネルギー回収装置の詳細については、当社技報 

｢電業社機械78号｣（http://www.dmw.co.jp/
technical/library.html）をご参照ください。

日本機械工業連合会会長賞
海水淡水化設備用２シリンダー・２配圧弁式回収装置

平成 年度 日本機械工業連合会

　2016年11月、三島事業所において ｢DMWプレゼ
ンテーション2016｣ を開催し、プラントエンジニアリ
ング会社等から85名の方々にご出席いただきました。
　今後、当社の主力製品の１つとして位置づけている逆
浸透膜法海水淡水化施設用エネルギー回収装置等につ
いて技術説明を行った後、工場において実機による運
転状況等をご確認いただき、好評のうちに終了しました。

●製品技術説明の様子 ●三島市社会福祉協議会への寄付

　2016年12月、役員及び従業員が毎月積立を行っ
ているDMW社会貢献基金から三島市社会福祉協議
会へ寄付を行いました。
　この寄付は同社会福祉協議会を通じて、三島市指
定の ｢就労継続支援事業所｣、｢生活介護事業所｣ 等
の運営資金や設備費用に充てられます。
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最新のIR情報につきましては、
当社のホームページ「IR情報」を
ご参照ください。

http://www.dmw.co.jp/
当社ホームページ

ホームページ
のご案内

電業社　IR 検 索

「株主・投資家情報」
検索はこちらから▼

逆浸透膜法海水淡水化施設用エネルギー回収装置
日本機械工業連合会会長賞 受賞

ＤＭＷプレゼンテーション
2016開催 社会福祉協議会への寄付


